
 

 

（第２号様式）   
令和８年３月25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立希望ケ丘高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（3月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学び直しと日

本語支援を充実させ、

学ぶことに苦手意識を

持つ生徒の生きる力の

基礎となる能力の習得

を目指す。 

②生徒の実情やニーズ

を踏まえた多様な学習

機会の整備を図るた

め、ICT の活用を含め

た環境整備、外部連携

を推進する。 

③教科横断的な視点に

立ち、言語能力、情報活

用能力、問題発見・解決

能力等の資質・能力を

育成する。 

① ①②生徒一人ひとりの実

情に応じたより効果的な

指導の確立を目指すとと

もに、社会的ニーズを踏

まえ、多様な学習機会の

整備を進める。 

③教科横断的な視点に立

ち、言語能力、情報活用能

力、問題発見・解決能力等

の資質・能力を育成する。 

①課題のある生徒に対して

の効果的な指導法につい

て検討するべく、学校設定

科目「ホープ」で得られた生

徒情報を職員全体で共有

する。 

②生徒が主体的に学習を

深めていくようにするた

め、ICT をどのように利用

するかについて「ホープ」の

中での取り組みを進める。 

③教科横断的な視点に立ち

言語能力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等の資

質・能力を育成するために、

総合的な探究の時間を充実

させ、その成果を発表する

場である「課題探究発表会」

を継続する。 

①学校設定科目「ホープ」

で得られた生徒情報を職

員全体で共有し、効果的な

指導ができたか。 

②ICT の利用について「ホ

ープ」の中での取り組みが

効果的な指導につながった

か。 

③総合的な探究の時間で教

科横断的な視点を持った取

り組みができたか。また、生

徒は「課題探究発表会」での

発表に向けて前向きに取り

組めたか。 

①各生徒の学習状況の

配慮事項について情報共

有する時間を、新たに毎

月の職員会議後に設定し

た。「ホープ」等で見受け

られた学習に困難を抱え

る生徒の情報を職員全体

で共有し、他教科での指

導に繋げることができ

た。 

②「ホープ」でPCの基本

的な使い方を取り上げた

ことで、他教科でも ICT

を効果的に利活用しやす

くなった。 
③総合的な探究の時間
で教科横断的な活動に取
り組んだ。生徒は「課題探
究発表会」での発表に向
けて意欲的に取り組み、
代表生徒が校外の発表
会で高く評価されるなど
の結果を残した。 

①学習に困難を抱える

生徒について情報共有

に努め、職員全体での

支援を強化する。 

②各教科で ICT の利

活用を一層進めるた

め、「ホープ」での取組

を強化する。 

②今年度新たに計画・

実施した「ICT を利活

用した個別最適で協働

的な学びを意識した授

業」というテーマでの研

究授業を次年度も実施

し、生徒の実情を踏ま

えた授業作りに繋げる。 
③総合的な探究の時間
で教科横断的な活動を
継続する。また、今年度
の「課題探究発表会」の
成果を次年度以降の生
徒にも伝え、生徒の意
欲を引き出す。 

・研究授業テーマがと
ても良いと思います。
今後は「目標とする生
徒の姿」を明らかにし
ていくことを期待して
おります。 
・主体的・対話的で深
い学びの実現に向け、
ICT 活用や少人数指
導、習熟度別授業を推
進しています 。 
・基礎学力の定着に加
え、ドレスのデザイン
等、創作活動を通じ
て、個々の興味・関心
を伸ばす教育を実践し
ている点が評価できま
す 。 

①学習に困難を抱え
る生徒について、職
員会議等で情報共有
を実施することがで
きた。生徒の特性を
意識した一貫した支
援が教科間でも実施
される必要がある。 
②校内研究授業で
は、事前協議会や研
究協議会を通して教
員一人一人が授業改
善について主体的に
取り組んだ。ただ、
研究授業後の職員ア
ンケートの集約など
がされておらず、次
年度への継続性が課
題といえる。 
③総合的な探究の時
間では、より教科横
断的な活動を意識
し、複数の教員で指
導する必要がある。 

①学習に困難を抱
える生徒について
情報共有をするだ
けではなく、ケー
ス会議や授業の相
互観察を実施する
など、より具体的
な支援について教
科を超えて議論す
る必要がある。 
②校内研究授業を
継続的に実施し、
育てたい生徒像を
意識して、テーマ
設定をする必要が
ある。 
③総合的な探究の
時間の探究活動に
は複数の教員で生
徒を指導し、教科
横断的な視点での
研究を奨励する体
制づくりが必要で
ある。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの抱

える課題を踏まえたき

め細かな生活指導と相

談体制を充実させる。 

②部活動を充実させ、

生徒が有能感を感じら

れる取組みを進め、ま

た行事等においても生

徒の主体的な活動を支

援する。 

 

①生徒の現状や課題の把

握と支援方法について、

全教員で情報共有を図

り、実情に即した支援を行

いながら生徒の自立を目

指す。また、スクール・カウ

ンセラー（ＳＣ）やスクール・

ソーシャル・ワーカー（ＳＳ

Ｗ）との連携及び組織的・

計画的な校内体制を確立

する。 

②部活動・行事等の活性

化を図るため、限られた

時間の範囲で、コミュニケ

ーションを広げ、有能感と

自己肯定感を得られるよ

う、内容と指導方法の工夫

をする。 

①毎月の会議等において、

生徒の現状と課題、支援方

法等を全体共有する。 

また、校内研修会等を活用

し生徒一人一人の理解を

深め指導に活かす。 

①きめ細かな生活指導と充

実した個別相談を行い、生

徒の困り感への早期対応と

問題行動の未然防止に努

める。 

①各種掲示物と ICT を活

用し、生活・健康・安全・食

育等についての情報発信と

健康上・指導上の問題等の

未然防止に繋げる。 

①食堂の利用実態の把握

と利用率向上、食育指導の

充実を図る。 

②部活動・行事等の時間の

確保と部活動週間等を

活用し、限られた時間内

で充実した活動内容の

工夫と活性化を図る。 

 

 

①ＳＣやＳＳＷと計画的かつ

迅速に連携し、学年会や全

体会議等で情報を共有し

て、きめ細かな指導や生活

支援により、生徒の課題解

決に繋げることができた

か。 

①全生徒への情報発信を

積極的に行い、学校生活や

健康上の問題、生徒指導上

の問題等を未然に防ぐこと

ができたか。 

①食堂利用の実態を把握

し、利用率向上と食育指導

に繋げられたか。 

②限られた活動時間を有

効活用し、部活動・行事

等がより活性化し、生徒

が参加しやすい状況を

作れたか、心の充実度や

達成感が増したか。 

 

 

 

①毎月の情報共有を継続
し、長期的な視野を持ち
SC・SSW、関係職員と連
携して生徒を支援し、安
心・安全な学校生活に繋
げた。 
①いじめアンケートやサ
ポートドックの結果に基
づき迅速な面談等を実施
し、問題解決に努めた。
現場の課題に即した人権
研修を実施し全職員へ発
信した。また、生徒への健
康情報の提供や相談機
関等の周知を行った。 
①食堂の利用状況の把
握と環境整備が出来た。 
また、食育推進のため利
用促進案内とメニューの
連絡を随時行い、生徒の
食堂利用拡大に繋げた。 
②放課後と部活動週間等
の限られた時間を活用
し、生徒の心身の成長に
繋がる指導をし、各大会、
芸術祭や作品展等に参加
し、今後の活動意欲に繋
げられた。 

①様々な困難を抱えた
生徒の課題解決に向け
て、今後も継続して職
員全体での情報共有や
SC・SSW、外部機関と
の連携を継続し、校内
支援体制の周知をする
必要がある。 
①日頃から生徒の不安
や悩みに対して丁寧な
関わりをしながら、SC・
SSW との協働を図り、
今後も本校の生徒の実
態に即した研修等の実
施や、課題解決に向け
ての支援方法の共有を
図る必要がある。 
①夜間の学習生活にお
ける健康課題を意識
し、今後も食堂活用を
含め、心身の健康維持
の具体的支援を探る必
要がある。 
②生徒の自発的な活動
と、心身の発達を促す
ことが出来るよう、各部
の活性化を図る必要が
ある。 

・自己肯定感を育むた
めには、全生徒を対象
とした学校行事の活性
化が有効です。年間計
画に位置付けている
「生徒会行事」の効果
を再検証されることを
期待しております。 
・多様な課題を抱える
生徒に対し、関係機関
やスクールカウンセラ
ー等と連携した手厚い
個別支援を行っている
様子がよくわかりまし
た。 
・部活動や行事等の主
体的な活動を奨励し、
成功体験を通じて自己
肯定感や自信を育む指
導を今後も継続してい
ただきたいです。 

①生徒情報共有や
SC/SSWとの連携、い
じめアンケートやサ
ポートドックの結果
によるプッシュ型面
談など、問題解決に
努めた。より支援を
充実させるために校
内の支援体制や手段
を職員に周知する必
要がある。 
①食育推進のため利
用促進案内とメニュ
ーの連絡を随時行
い、生徒の食堂利用
拡大に繋げた。食堂
を活用し心身の健康
維持の具体的支援や
食育指導の手段を探
る必要がある。 
②部活動や行事等を
通して生徒の心身の
成長を促した。生徒
のより主体的な活動
を奨励し、部活動や
行事の活性化を図る
必要がある。 

①教育相談担当者
や教育相談コーデ
ィネーターを中心
により効果的で実
情に根差した校内
の支援体制を構
築・周知する必要
がある。 
①食育推進のた
め、生徒支援グル
ープや養護教諭が
中心となって具体
的な食育指導の計
画を立て、実施す
る必要がある。 
②部活動や学校行
事を通して、生徒
がより主体的に参
加したり、多学年
で交流する場面を
増やし、より多様
な人間関係を構築
する経験を提供す
る必要がある。 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（3月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの自

己実現を目指し、教育活

動全体を通したキャリア

教育を推進し、４年間を

見通したキャリア教育を

実現する。 

②進路情報の提供につ

いて外部との連携を図

り、内容を充実させる。 

 

 

 

 

①４年間を見通したキャリ

ア支援プログラムを策定

し、グループ、学年、教

科、外部機関が連携し、

組織的かつ継続的に、学

校全体で生徒のキャリア

支援を推進する。 

②進路選択における情報

提供を外部と連携し効果

的に行う。 

①４年間を見通した進路指

導を組織的かつ継続的に

推進するためのキャリア支

援プログラムを策定する。 

①個人面談、授業やＬＨＲ等

を利用し、個々の生徒に配

慮した支援を行う。 

①「ハンディ進路指導室」を

活用した情報提供等、効果

的な進路指導を推進する。 

②生徒のキャリア意識を高

めるために、進路ガイダン

ス、就職セミナー等をハロ

ーワークやキャリアコンサ

ルタントなど外部機関と連

携して実施する。 

 

①４年間を見通したキャリ

ア支援プログラムを策定で

きたか。 

①進路ガイダンス、進路な

んでも相談室、個人面談等

を効果的に実施すること

で、生徒のキャリア意識を

高めることができたか。 

①進級・卒業・進路決定に

向けて生徒が主体的に考

え、行動し、望んだ進路を

実現できたか。 

②情報提供等の進路支援

で、生徒が自ら進路活動

に取り組むようになり、

各自に合った進路情報や

自分の進路を主体的に

考えることができた。 

 

①進路ガイダンス年２回
実施、進路なんでも相談
室、アルバイトセミナー等
を実施し、在校生・卒業生
のキャリア意識を高めるこ
とができた。 
①担任による個人面談や
進路何でも相談室を通し
て、進路について考える
機会を増やすことや、カウ
ンセリング機能を果たし
た。 
①ハンディ進路指導室を
活用して求人票のデジタ
ル化と活用を推進した。 
②各学年において、教育
事業会社のコンテンツを
利用して、総合的な探究
の時間の充実を図った。 
 

①進路指導に関するプ
ログラムを体系化する
ことで充実を図ることが
できた。 
①担任を含めた教員サ
イドに対する進路指導
研修などを企画できる
と良い。 
①就職または進学も決
めずに卒業していく生
徒を減らすために、入
学期からの進路指導の
継続が必要である。 
②企業と接する機会や
経験が乏しい生徒が多
い印象である。したがっ
て、座学に留まるだけで
なく、インターンシップ
など外に開けた実践的・
体験的なプログラムを
企画していくことで、生
徒への確かな就労感を
育成していく必要があ
る。 

・定時制に通う生徒の
キャリア形成には、県
生活体験発表会での体
験談を後輩に聞かせた
り、卒業生を招聘して
３年次生に聞かせる
等、先輩の体験や助言
に触れさせる機会を設
けるというのはいかが
でしょう。 
・キャリア支援グルー
プを核に、個別面談や
外部講師によるセミナ
ーを充実させていま
す 。自己肯定感の低
さが課題ですが、きめ
細かな指導の結果、16
名中 8 名の進路決定
（進学・就職各 4 名）
を実現しました 。 

①複数回の進路ガ
イダンスと進路な
んでも相談室を通
して、生徒の進路
に必要な情報を提
供することができ
た。これらの支援
を4年間を見通した
一連のプログラム
として体系化する
必要がある。 
①ハンディー進路
相談室を活用し、
求人票のデジタル
化を継続してい
る。実際の生徒の
活用状況を検証す
る必要がある。 
②外部機関による
進路ガイダンスは
実施したが、企業
や外界との接触機
会が乏しい。 

①４年間を見通し
た進路支援を体系
化し、生徒・職員
に周知する必要が
ある。 
①ハンディー進路
相談室の利用状況
をアンケート等で
把握し、より有効
な活用方法を提案
する必要がある。 
②インターンシッ
プなど、生徒が実
際の就職活動を始
める前の段階で実
感をもって企業や
外界と関わる機会
を提供する必要が
ある。 

４ 地域等との協働 

①保護者や地域と協
働・連携した教育活動を
展開し、信頼される学
校づくりを行う。 
②教科やキャリア教育
の観点で協働を図り。
地域に根ざした学校を
目指す。 

 

 

 

 

①地域貢献活動・ボランテ

ィアや文化祭等の学校行

事を活性化し、保護者や

地域（地元商店街等含

む）、関係機関の方々との

連携を深める。また、ホー

ムページ等による情報発

信や広報活動を積極的に

行い、希望ケ丘高校定時

制の特色や良さをより正

確に本校を理解してもら

う。 

②教科やキャリア教育に

おける地域との協働につ

いての施策を検討する。 

①地域貢献活動や文化祭

等の学校行事を通して、本

校と外部の関係機関、地

域、保護者との連携を深

め、信頼されて活気のある

学校づくりを行う。 

①ホームページの定期的

な更新を積極的に行い、広

報活動を効果的に推進す

る。 

②総合的な探究の時間や

進路活動の場面におい

て、地域との協働の方法

を検討または実施する。 

①地域貢献活動や文化祭

への参加者が増え、学校行

事が活性化し、本校と外部

の関係機関、地域、保護者・

生徒との信頼関係が深ま

り、信頼される学校づくりに

つながったか。 

①校内外での広報活動や

ホームページ等での情報

発信を積極的に行うこと

で、希望ケ丘高校定時制の

良さをより正確に理解して

もらうことができたか。 

②地域との関係を構築しつ

つ、次年度に繋げられる

施策を検討または実施

できたか。 

 

 

①地域貢献活動では、全
校生徒、職員、地域の警察
及び青少年指導員、ＰＴＡ
の方々と共に地域の美化
活動を行い、安全な通学
路確保と地域交流を深め
られた。 
また、文化祭では、保護者
及び地域の方々と生徒と
の交流が多数見られ、活
気があり、信頼される学
校づくりに繋がった。 
①ホームページの更新頻
度を上げ、充実させた。ま
た、学校見学の回数を増
やし学校説明会の内容を
充実させたことで本校定
時制についてのより正確
な理解を促した。 
②教科やキャリア教育に
おける地域との連携は実
施できなかった。 

①今後も地域貢献活動
を継続的に実施するた
めに、警察及び青少年
指導員及びＰＴＡの方に
協力要請をしていきた
い。また、生徒会を中心
に全校生徒の参加を呼
びかけ、地域との連携
の大切さを知り取り組
みを絶やさず、今後も
信頼される学校づくり
に繋げていく。 
①定時制の特色を正確
に理解してもらうため、
ホームページの情報発
信をよりタイムリーに行
う。 
②総合探究の中で、地
域との協働の可能性を
模索する。 

・活動時間が夜間だか
らこそ得られる地域か
らの協力があります。
例えば、避難訓練に自
治会からご参加いただ
き、暗闇での安全な避
難を見守っていただく
のはいかがでしょう。
地域の方にとっても夜
間の災害を想定する機
会になると思います。 
・地域行事への参加や
清掃活動に加え、小中
学校との連携も模索し
ており、生徒が多様な
大人と関わり活動の場
を広げる工夫を継続し
ていただきたいで
す 。 

①地域貢献活動を
通して、地域の
方々と共に地域美
化に貢献し、交流
することができ
た。災害時を想定
し、地域との信頼
関係を構築する必
要がある。 
①ホームページの
更新頻度を上げ、
内容が充実した。
学校の特色をより
わかりやすく情報
発信する必要があ
る。 
②教科やキャリア
教育における地域
との連携を模索す
る必要がある。 

①校内の避難訓練
に地域の方々に参
加していただくな
ど、災害時を意識
した地域との交流
が必要である。 
①ホームページの
内容をさらに充実
させ、本校の特色
をわかりやすく掲
載する必要があ
る。 
②教科やキャリア
教育に地域の商店
街にご協力いただ
くなど、具体的に
地域との連携を計
画し始める必要が
ある。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒にとって安全・安
心な学校づくりを推進
するとともに、職員一人
ひとりが事故・不祥事防
止に積極的に取り組
む。 
②業務改善のために業
務のスリム化やデータ
管理などを推進する。 

 

 

 

 

①生徒一人ひとりが、法
律を遵守し、交通安全や
防犯、防災等に高い意識
をもって高校生活を過ご
すことができるように、説
明会や講演会、訓練等を
行う。 
②職員の事故・不祥事防
止については、職員全体
で主体的に取り組み、ミ
スや不祥事の無い職場
環境を維持する。 

 

①関係外部機関と連携し

て、実践的な交通安全教

育、防犯教育、防災教育を

効果的に実施する。 

①防災用品や防災備蓄品

の点検をしつつ、実践的な

防災訓練を実施する。 

②定期テストの共通化、情

報共有、複数による点検

確認作業の徹底等を継

続する。 

①説明会、講演会、訓練等

を効果的に実施すること

で、交通安全や防犯、防災

に関する生徒の知識や理

解を更に深めることがで

き、より安心で安全な学校

づくりにつながったか。 

②事故や不祥事防止に取

り組むことで、事故や不祥

事を未然に防ぐことがで

き、ミスや事故・不祥事の無

い職場環境を維持すること

ができたか。 

①避難訓練や DIG 訓練
など夜間定時制の特色を
生かした実践的な訓練を
実施した。 
①来年度に向けて、防災
用品の検討・予算立てを
行った。 
②定期テストの共通化、
情報の共有化、成績処理
の点検作業を徹底した。
当事者意識を持ち防止を
継続することができた。 

①災害時にはより迅速
に行動できるよう、夜間
定時制に合った実践的
な避難訓練を継続する。 
①引き続き、防災用品に
ついての検討を行って
いく。 
②職員の事故防止、情
報の共有化、成績処理
等での点検作業の徹底
を今後も継続する。 

・夜間の災害は、帰宅
困難な状況に直結しま
す。食べ物や飲料水は
もとより、保温の資材
や加熱器具、照明器具
等も含めて充実させる
必要があります。 
・予算の適正な運用に
より教育環境の充実に
努め、定時制独自のニ
ーズを反映した学校運
営を推進してもらいた
いです。 

①実践的な避難訓
練やDIG訓練を実施
することができ
た。実際の災害を
想定して必要物品
について再確認を
する必要がある。 
②定期テストの共
通化や成績処理の
点検作業を徹底し
た。職員が継続し
て当事者意識を持
つことが重要であ
る。 

①防災倉庫の確認
などを避難訓練の
際に生徒と行い、
テントの設営など
より実践的な訓練
を行う必要があ
る。 
②成績処理や入選
業務など、ダブル
チェックを常に行
い事故防止をして
いく必要がある。 



 

 

 


